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研究成果の概要（和文）：本研究では、統語構造とその意味解釈に乖離が生じている事例、具体的には副詞節が
主語位置に生起できる場合があることを発見し、その事例の認可がどのレベルで行われているかを考察した結
果、意味部門で認可されているとの結論に至った。
　また、副詞節主語に代表される統語構造と意味解釈のミスマッチの事例を理論的にどう捉えるかを考察し、統
語部門のみで捉えようとすると、英語という個別言語ではあり得ない構造を仮定することとなるため、代案とし
て三部門並列構造における概念構造により捉えることが適切であるとの主張を行った。

研究成果の概要（英文）：This research deals with a case of syntax-semantics mismatch, i.e. adverbial
 clause subject in English, then arguing that it is licensed not in narrow syntax but in the 
Conceptual Structure of Tripartite Parallel Structure. 

研究分野：生成統語論

キーワード： mismatch　adverbial clause subject　DP-omission　pseudo-cleft　focus phrase
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの「学校文法」の世界では、副詞節が主語になることは記述されてもいなかった。しかし、本研究の成
果として、「学校文法」が言語の構造的特性を活かした記述・説明としては不十分であることを立証した。
　また、副詞節主語という、極めて周辺的事例の構造的・意味的特性を十分に考察することで、他の言語とは異
なる、英語という個別言語の新しい特性が発見され、狭義の統語部門では扱うことはできず、三部門並列構造と
いう、他の理論的枠組みが有効であることを実証した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究当初の背景として、自然言語には統語構造とその意味解釈に乖離が生じている、ミスマッ

チ事例が少なからず存在し、生成統語論における「極小主義(minimalism)」の作業仮説群だけで

は説明できない事例として考えられていた(complex predicates (Ackerman and Webelhuth (1998), 

Alsina (1993)), mixed categories (Malouf (1998), Bresnan (1987), Ackerman (1998)), incorporation 

(Sadock (1991), Baker (1996)), coercion (de Swart (1998), Pustejovsky (1996)), constraint interaction 

(Culicover and Jackendoff (1997)), and default inheritance (Creider and Hudson (1999))。 

ミスマッチ現象は、さまざまな文法理論が仮定する枠組内だけで説明を行うという論考がこ

れまで多かったが、本研究は、Jackendoff (1997, 2004)が提唱する「三部門並列文法モデル(Tripartite 

Parallel Architecture)」でミスマッチ事例を捉え、言語理論にとってミスマッチ現象がどのような

意義を持つのか、また、「言語機能」、つまり、言語設計全体はミスマッチ現象をどのように解決

しているのかを探究するという意味で、他のアプローチとは根本的に異なるものと考えている。 

本研究で扱うそうした研究の潮流下において、category mismatchに分類されるとの知見を得て、

ミスマッチ特性の解明を試みると同時に、言語理論研究に貢献することを示したいと考えてい

た。 
 
２．研究の目的 
計画としては、本研究で取り上げる事例では、「統語部門(narrow syntax)」でなく、「概念構造

(conceptual structure)」において認可されるとの作業仮説を提案し、統語構造とその意味解釈に乖

離がある事例(cases of syntax-semantics mismatch)として、(1)ある特定の副詞節が主語位置に生じ

る例、(2)その意味解釈では、上位構造に DP が投射されていると考えられる文主語(sentential 

subject)、(3)直接引用構文において、引用文(direct quote)は統語的にはその伝達節(reporting clause)

の付加詞になっているものの、概念構造ではその補部となっているパラドックスを、それぞれ解

決を図ることで、言語設計全体のうちどの部分－統語部門、意味部門、または統語部門と意味部

門のインターフェイス特性、またあるいは談話解釈に依存するか－を明らかにするのが本研究

の目的であった。 
 
３．研究の方法 
研究初年度では、日本英文学会第 93回大会、研究 2年目の計画では、日本英文学会第 74回九

州支部大会、それに第 23回日本言語科学会国際大会と、研究発表を行うことで成果の一部を学

会等で問い、その後、論文として海外のジャーナルの投稿する予定であった。 

 
４．研究成果 

 当初の予定通り、日本英文学会第 93回大会、研究 2年目の計画では、日本英文学会第 74回九

州支部大会、それに第 23回日本言語科学会国際大会で研究発表を行ってきた。ただ、その研究

は、副詞節主語の特性の解明に取り組む過程で、新たな問題が生じたことで、当初予定していた 

「文主語構文」及び「直接引用構文」の研究にその射程を拡大することができなくなった。 

 新たな問題というのは、副詞節主語が認可される場合の統語的環境が、擬似分裂文(pseudo-cleft  

sentence)の環境に限られるという、新たな事実を発掘したことである。英語の場合、なぜ擬似分

裂文で多様な副詞節主語が認可されるのか、当該擬似分裂文ではどういった構造的・意味的特性

を示すのか、英語以外の言語では同様の観察が可能なのか、等々の疑問が次々と出てきたため、

そうした疑問点を解決せずに他のミスマッチ現象には研究を移行させられなかった。 



 ただ、郭楊氏（関西大学外国語学部）との共同研究において、偶然、「是‥的構文」(shi …de 

construction)という、中国語の擬似分裂文の研究を進めていたことで、擬似分裂文の統語環境の

解明を、中国語を手がかりに行うことになった。その研究成果は、北京にある清華大学で開催さ

れた第 10回 International Conference on Formal Linguistics (ICFL10)おける研究発表 Guo and Hiroe 

(2023)という形で成果を問うた。 
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